
 
令和元年度 第１回障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会会議録 

 
日 時：２０１９年（令和元年）５月２０日（月）９：３０～１１：３０ 
会 場：藤沢市役所本庁舎７階 ７－１・７－２会議室 
出席者：髙山代表，澤野副代表，大澤委員，齊藤委員，種田委員，都築委員，

冨澤委員，西村委員，林委員，伏見委員，向井委員，山野上委員 
    計１２名 
事務局：鈴木藤沢市長 

障がい福祉課（池田，松野，加藤，寒河江，鎌田，勝木，竹原） 
    片山福祉健康部長 
    福祉事務所長兼生活援護課長（矢後） 

地域包括ケアシステム推進室（玉井，三ツ井，佐藤） 
福祉健康総務課（蓑原） 
子ども家庭課（大庭，安田） 

 ふじさわ基幹相談支援センターえぽめいく（吉田） 計１７名 
欠席者：なし  
傍聴者：４名 

 
（事務局：池田参事） 
皆様おはようございます。向井委員がまだのようでございますが，定刻にな

りましたので、ただいまから令和元年度第１回障がい者計画・障がい福祉計画

検討員会を始めさせていただきます。皆様におかれましては，本日はお忙しい

ところご出席くださいまして誠にありがとうございます。申し遅れましたが，

私は，本日の進行を務めさせていただきます障がい福祉課長の池田潔と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。今年度からお世話になりますので，皆

様改めましてよろしくお願いいたします。本日は新たな委員によります初めて

の会議になりますので，初めに鈴木市長から皆様に委嘱状をお渡しいたします。

配布してございます，資料１－１の名簿順に髙山委員から順番に市長がお席の

ところに伺ってお渡しいたしますので，私がお名前をお呼びいたしますのでそ

の場でお受け取りくださいますようお願いいたします。では市長よろしくおね

がいします。それでは，お名前をお呼びいたします。髙山由美子様。 
（鈴木市長） 
髙山由美子様。障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会委員を委嘱します。

期間は２０１９年５月２０日から２０２１年３月３１日までとします。 
５月２０日藤沢市長。よろしくお願いします。 



（髙山委員） 
よろしくお願いいたします。 

（続けて，委員全員の委嘱状の交付） 
（事務局：池田参事） 
 市長はお席にお戻りください。ここで，鈴木市長から委嘱された皆様へご挨

拶申し上げます。市長，よろしくお願いいたします。 
（鈴木市長） 
 皆様こんにちは。市長の鈴木でございます。だいぶさわやかな陽気の頃とな

ってまいりました。ただいま皆様に委嘱をいたしましたところ，快くお引き受

けをいただきましてありがとうございます。障がい者計画・障がい福祉計画検

討委員会，２年間の任期ではありますけれども，よろしくお願いしたいと思っ

ております。２０２０きらりふじさわを策定いたしまして，すべての人が障が

いの有無に関わらずお互いに助け合って自分らしく生きていくということの実

現に向け推進していくところでございます。藤沢市は，独自の藤沢型の地域包

括ケアシステムを目指しておりまして，すべての人ということで，子どもから

高齢者，障がい者，あるいは生活困窮者すべての市民１人１人が支え合うある

社会を築いていければと思っております。前年度の計画検討委員会に置きまし

ては，『きらり ふじさわ』の中間見直しを行っていただきました。今年度につ

きましては，２年度目といたしまして，引き続きモニタリング調査を行ってい

ただくとともに，次期の計画に向けた策定準備を行っていただくこともありま

すので，ぜひよろしくお願いをしたいと思っております。今後とも暮らしやす

い，そして誰もが暮らし続けられる藤沢を目指していきたいと思いますので，

今後ともよろしくお願いいたしまして，挨拶に変えさせていただきます。どう

もありがとうございました。 
（事務局：池田参事） 
続きまして，委員の皆様から自己紹介をお願いいたします。大変恐縮ではご

ざいますが，お時間にご配慮の上，先程と同じく名簿順にお名前と所属等をお

願いしたいと思います。では，髙山委員からお願いいたします。 
（髙山委員） 
 おはようございます。ルーテル学院大学の髙山由美子と申します。大学は東

京の三鷹市にございますけれども，藤沢市在住です。前の期に引き続き，委員

を委嘱いただきました。またこの期もどうぞよろしくお願いいたします。 
（種田委員） 
 皆様おはようございます。私は，藤沢市肢体障害者協会の種田多化子と申し

ます。私は，３２歳のときに右足に骨腫瘍があることがわかり，５年間療養生

活をしておりましたが，再発を繰り返して，５年度，３７歳のときに右足ひざ



上で切断して義足で２８年間生活しております。藤沢市のいろいろな障がい福

祉の事業に支えられ，今日があると思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。 
（都築委員） 
 おはようございます。藤沢市自閉症児・者親の会の都築由美子と申します。

初めて委員になりましたので，どうぞよろしくお願いいたします。 
（澤野委員） 
 おはようございます。名簿５番，澤野亮介と申します。選出区分は障がい者

福祉施設の代表ということで昨年に引き続き参加させていただいております。

光友会に所属しております。どうぞよろしくお願いいたします。 
（伏見委員） 
 社会福祉法人藤沢育成会湘南だいちの伏見と申します。この会議より初めて

参加をさせていただきます。同じく育成会の中の相談事業部門のほうも関わっ

ておりますので，だいちや相談部門の現場の意見も申し上げられたらなと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 
（西村委員） 
 おはようございます。西村玲子と申します。前年度より引き続き委員をさせ

ていただきます。手をつなぐ育成会連合会に属していて，藤沢市手をつなぐ育

成会の役員でもあります。よろしくお願いします。 
（山野上委員） 
 おはようございます。太陽の家しいの実学園，児童発達支援センターで，園

長をしております，山野上と申します。よろしくお願いいたします。 
（齊藤委員） 
 おはようございます。９番の齊藤です。選出区分は重度障がい者支援部会の

代表ということですが，所属が変わりまして，前年度までのマロニエを退職い

たしましたので，今年度からは藤沢相談支援ネットワークというところでお願

いしたいと思います。 
（大澤委員） 
 おはようございます。藤沢育成会みらい社の大澤と申します。選出区分のほ

うは，就労・進路支援部会のほうから来ました。今年度初めてなので分からな

いこともありますけれども，頑張って勉強していきたいと思います。よろしく

お願いします。 
（冨澤委員） 
おはようございます。社会福祉法人ひばりの冨澤と申します。今回の選出区

分としましては，権利擁護部会の代表ということで出席させていただくことに

なりました。どうぞよろしくお願いいたします。 



（林委員） 
市民代表として出席させていただいております，林美智子と申します。長く

神奈川県立の高校のほうで教員をやっていました。退職したあと，この３月ま

での７年間，私学の中学校で講師をやっていましたが，そこの学校は，発達障

がいの子ども達が通っている学校でした。小学校のときにかなり生きづらさを

感じていた子ども達なのですが，中学校へ来て環境が整ったからだと思います。

先生たちも一生懸命やっていらっしゃいました。その中で彼らの力がすごく発

揮されて毎日生き生きとしていましたし，小学校のときは学校に行けなかった

子どもたちが，休みだから来ちゃいけないと言っても「来たい，来たい」とい

うくらい，学校が好きになっていました。彼らの才能をすごく身近で接するこ

とができましたし，「すごいな」という，そういう感じを楽しみながら過ごさせ

ていただいていました。家庭にあっては，うつ病に苦しんでいる娘がいます。 
４０を過ぎていますが，仕事がなかなか続かなくって，仕事が無いときは，将

来への不安とか，本当に苦しんでいました。ただ，昨年度から神奈川県のほう

で年齢制限のない障がい者枠が受験させていただいたので，それに合格させて

いただいて，今は学校事務のほうをさせていただいております。そのときに「藤

沢市は？」と思って見たのですが，残念ながら年齢制限にひっかかっています

ので，これがもうちょっと枠が広ければ藤沢も受験できたのにな，と思ってい

ます。本当に今年から初めてです。とても関心があったので，いつかこの場に

参加したいなと思っていました。多くのことを学ばせていただいて，勉強して

いきたいと思います。よろしくお願いします。 
（事務局：池田参事） 
皆様ありがとうございました。恐縮ではございますが，鈴木市長は他の公務

のためここで退席をさせていただきます。 
（事務局：鈴木市長） 
どうぞよろしくお願いします。 

（事務局：池田参事） 
 それでは続きまして，事務局の職員を紹介いたします。まずは片山部長から。 
（事務局：片山福祉健康部長） 
 皆様おはようございます。福祉健康部長をしております，片山と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 
（事務局：玉井地域包括ケアシステム推進室長） 
 地域包括ケアシステム推進室長の玉井でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。（事務局：蓑原福祉健康課長） 
 皆様おはようございます。福祉健康課長の蓑原です。よろしくお願いいたし

ます。  



（事務局：矢後福祉事務所長） 
皆様おはようございます。福祉事務所長兼生活援護課長の矢後でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 
（事務局：三ツ井参事） 
 地域包括ケアシステム推進室の三ツ井と申します。よろしくお願いします。 
（事務局：大庭補佐） 
 おはようございます。子ども家庭課の大庭と申します。よろしくお願いしま

す。 
（事務局：寒河江補佐） 
 おはようございます。障がい福祉課の寒河江と申します。よろしくお願いい

たします。 
（事務局：松野主幹） 
 おはようございます。障がい福祉課の松野と申します。よろしくお願いいた

します。 
（事務局：加藤補佐） 
 皆様おはようございます。障がい福祉課課長補佐の加藤と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
おはようございます。同じく障がい福祉課，事務局の鎌田と申します。よろ

しくお願いいたします。 
（事務局：佐藤主査） 
おはようございます。地域包括ケアシステム推進室の佐藤と申します。昨年

まで障がい福祉課に所属しておりましたが，今回立場が変わって，包括ケア推

進室として出席させていただきます。よろしくお願いいたします。 
（事務局：安田主任） 
おはようございます。子ども家庭課安田と申します。よろしくお願いいたし

ます。 
（事務局：竹原主任） 
おはようございます。障がい福祉課竹原と申します。よろしくお願いいたし

ます。 
（事務局：勝木主任） 
おはようございます。障がい福祉課勝木と申します。よろしくお願いいたし

ます。 
（事務局：吉田） 
おはようございます。基幹相談支援センター吉田と申します。よろしくお願

いいたします。 



（事務局：池田参事） 
今年度以上のメンバーで皆様にお世話になりますので，どうぞよろしくお願

いいたします。それではここから会議に入ります。ここからは着座にて失礼い

たします。まず，この会議は，藤沢市障がい者総合支援協議会設置要綱の第１

０条により傍聴が認められております。ここで入室していただきますので，ご

了承くださいますようお願いいたします。では続きまして，事務局から本日の

資料の確認をさせていただきます。 
（事務局：勝木主任） 
 では，資料の確認をさせていただきます。委員の皆様には，事前に資料を配

付させていただいておりますが，改めてこちらでご確認いたします。また，本

日配付いたしました資料が３点ございまして，まずはこちらの次第でございま

す。次第の裏面，当日差し替え資料と左上に入っておりまして，こちらは一部

修正がございましたので当日差し替えさせていただいておりますのでよろしく

お願いいたします。本日配付の２点目が，こちらの青色のパンフレットです。

世界自閉症啓発デーと書いてあるこちらのパンフレットが本日配付いたしまし

た。３点目本日配付が，こちらの冊子です。『強度行動障がい研修会 強度行動

障がい者集中支援事業に学ぶ』と，こちらの冊子を本日配付させていただきま

した。事前配付の資料も併せて確認いたしますと，次第の下半分に，事前配付

資料として目録を書かせていただいておりますが，資料１－１から，令和元年

度障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会 委員名簿でございます。右上に

資料１－１と記載されているＡ４片面の印刷物でございます。続いて，資料１

－２ 藤沢市障がい者総合支援協議会設置要綱と書いてあるものでございまし

て，こちらも両面印刷のものです。１－３ 令和元年度藤沢市障がい者総合支

援協議会関連図としまして，こちらはＡ３の折り込んであるものになります。

続いて資料１－４ 令和元年度藤沢市障がい者総合支援協議会実施計画（案）

としまして，Ａ３のものになります。続いて資料２－１ 障がい者計画・障が

い福祉計画・障がい児福祉計画について，でございましてこちらもＡ４片面印

刷でございます。資料２－２ 次期障がい者計画・障がい福祉計画・障がい児

福祉計画策定スケジュール（案），としまして，資料２－２と右上に記載がある

Ａ３ものでございます。続いて，資料２－３ 障がい者計画・障がい福祉計画

検討委員会令和元年度年間スケジュール（案），としましてこちらはＡ４片面印

刷のもの。続いて資料３－１でございます。第４期ふじさわ障がい福祉計画モ

ニタリングシート（確定値），とあるものになりまして，こちらはＡ４の両面印

刷になります。続きましてページを捲っていただきまして，資料３－２ 第５

期ふじさわ障がい福祉計画・第１期ふじさわ障がい児福祉計画モニタリングシ

ート（速報値），こちらもＡ４で両面印刷のものです。最後に，資料４「『きら



り ふじさわ』中間見直し」モニタリング指標一覧（案）とあるものがＡ３で

綴じられたものになります。資料の確認は以上になりまして，もし抜け落ちて

いるもの等がありましたらお声掛けいただければと思いますがよろしいでしょ

うか。ありがとうございます。では資料の確認は以上になります。それでは池

田参事お願いします。 
（事務局：池田参事） 
 資料が大変多くなっておりまして，申し訳ございません。また，傍聴の方へ

の資料の配布が遅れましたことをお詫び申し上げます。では続きまして，次第

の４番目の代表・副代表の選出に移ります。代表・副代表につきましては，設

置要綱第 7 条に基づき，互選によりそれぞれお１人を定めるということになり

ます。どなたか立候補，もしくはご推薦いただける方はいらっしゃいませんで

しょうか。齊藤委員お願いします。 
（齊藤委員） 
齊藤です。立候補しませんが，推薦させていただきたいと思います。前回か

らの経過もございますので，髙山委員にお願いしたいと思います。 
（事務局：池田参事） 
 ただいま，代表に髙山委員というご推薦がございましたが，他にはいらっし

ゃいませんでしょうか。ご意見がなければ，髙山委員に代表をお願いしたいと

思いますが，賛成の方は拍手をお願いいたします。 
～拍手～ 
（事務局：池田参事） 
 ありがとうございます。それでは髙山委員に代表をお願いいたします。それ

では副代表ですが，どなたか立候補，もしくはご推薦の方はいらっしゃいませ

んでしょうか。はい。お願いします。 
（澤野委員） 
立候補いたします。 

（事務局：池田委員） 
他にご推薦ではなく立候補の方はいらっしゃいませんでしょうか。では，立

候補いただきましたので，澤野委員にお願いをしたいと思います。ただいま澤

野委員ということで，こちらのほうも他にいらっしゃらなければ拍手をもって

ご承認いただきたいと思います。 
～拍手～ 
（事務局：池田参事） 
 ありがとうございます。それでは代表は髙山委員，副代表は澤野委員に決定

いたしました。代表，副代表のお２人は，恐れ入りますがお席の移動をお願い

いたします。それでは，一言ずつご挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお



願いいたします。 
（髙山代表） 
代表にご推薦いただきました，髙山です。確かに前の期に引き続きというこ

とではあるのですけれども，今回はかなりメンバーも変わっているところでご

ざいます。ですので，また新しい気持ちでこの検討委員会を皆さんと一緒に進

めてまいりたいと思っておりますので，どうぞご協力のほどよろしくお願い致

します。 
（澤野副代表） 
 副代表に立候補させていただきました，澤野でございます。会議の回数がだ

いぶ限られた中でですので，有意義になりますように，副代表の役割を十分果

たしていけるように頑張りたいと思います。また，皆さんの足を引っ張らない

ように，気を付けなければとも思っておりますので，よろしくお願いいたしま

す。 
（事務局：池田参事） 
 ありがとうございます。これより議事に移りますのが，ここからの進行は髙

山代表にお願いいたします。 
（髙山代表） 
それでは，事務局にご準備していただきました資料に従いまして進めて参り

たいと思います。１番目ですけれども，障がい者計画・障がい福祉計画検討委

員会について，ということで，説明をいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
それでは，事務局障がい福祉課鎌田からご説明させていただきたいと思いま

す。資料につきましては，資料の１－１，１－２，１－３，１－４を使って説

明をさせていただきますので，よろしくお願いいたします。資料の１につきま

しては，ご覧の通り名簿となっておりますのでご確認をいただければと思いま

す。資料１－２，それから資料１－３を主に使いましてここからお話をさせて

いただきますので，まずは資料の１－２をご覧ください。まず，今回障がい者

計画・障がい福祉計画検討委員会についてということですので，アウトライン

を少し事務局のほうからお話をさせていただければと思います。藤沢市の障が

い福祉に関する会議の中で，大きなものが２つございまして，１つは藤沢市障

がい者総合支援協議会というものがございます。もう１つが本日開催させてい

ただいております，障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会になっておりま

す。総合支援協議会の設置要綱，資料１－２をご覧いただけますでしょうか。

この中で，総合支援協議会と言いますのは，障がい者施策の推進等を図ること

を目的としておりまして，障がい福祉に関する関係機関との連携の緊密化を図



りまして，地域における障がい者支援のための体制整備に関することの協議を

行います。その役割としては，専門部会の総括や障がい者計画・障がい福祉計

画・障がい児福祉計画の策定に関すること，関連会議との情報共有と課題提起

等がございます。本日開催させていただいております，こちらの計画検討委員

会につきましては，この総合支援協議会のもとに設置されております。こちら

の計画検討委員会は，まず障がい福祉計画，それから障がい福祉計画，障がい

児福祉計画案の作成，それからこの３つの計画の進行管理がその役割となって

おります。構成委員につきましては，先程ご覧いただいた通り，学識経験者の

方や，障がい児者関係団体の代表の方，障がい福祉施設の代表の方，専門部会

の代表者，その他市長が認めるものとなっております。ここで資料１－３をご

覧ください。Ａ３の縦長のものになります。図式としては，上のほうに協議会

がございまして，すぐ左側にこちらの計画検討委員会が示されております。図

の中央にもう１つ，運営会議というものがございますが，こちらは総合支援協

議会と計画検討委員会の方向性や議事，資料の調整を行う会議になっておりま

す。この会議が計画検討委員会と総合支援協議会の双方向性を担保していく会

議となっておりまして，協議会から出た意見を計画検討委員会のほうに伝えて

いくとか，状況によってはその逆もあるんですけど，そういった役割の会議に

なっております。そうしまして次が，Ａ３横の資料１－４をご覧ください。こ

ちらにつきましては，年間のスケジュールになっております。上から２段目，

こちらが計画検討委員会の年間スケジュールになっておりまして，本日がスタ

ート５月２０日，２回目が７月２２日，３回目が１０月８日，４回目が１月１

４日となっておりますのでよろしくお願いいたします。昨年度に関しましては，

第４期の１つ前の計画につきまして進捗管理を行ってまいりました。年度途中

で計画等も見直しも行っておりまして，委員の皆様からご意見をいただいてい

るところでございます。また後程内容につきましてはまた少し触れるところも

ございますので，まず１つ目のところの説明としては以上になります。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。それでは，今ご説明いただきました内容について，

ご質問等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。もし後から気がづいた

ことがありましたら，戻ってご質問いただいてもよろしいかと思います。それ

では２つ目，障がい者計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画についてご説

明をお願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
 はい，ではこちら続きまして計画についてというところで，事務局鎌田から

また説明をさせていただきます。資料２－１，２－２，２－３を使ってお話を

させていただきます。まずは資料２－１からお話をさせていただきます。まず，



計画全体のお話になるのですけれども，藤沢市では『きらり ふじさわ』とい

うものを策定しておりまして，これは法律に基づきまして市町村によって策定

が定められております，障がい者計画に該当する「ふじさわ障がい者計画」，こ

れが中間見直しを行ったものなのですけれど，それと，障がい福祉計画に該当

する，「第５期ふじさわ障がい福祉計画」と，障がい児福祉計画に該当する，「第

１期藤沢障がい児福祉計画」の３つの計画により構成されております。まず１

つ目なんですが，「ふじさわ障がい者計画」につきましては，障がい者基本法第

１１条第３項に基づきまして，障がい者を取り巻く幅広い施策について総合的

に推進していくことを目的としております。国の障がい者基本計画や神奈川県

の神奈川障がい者計画を踏まえた上で策定をしております。藤沢市では平成２

７年度から令和２年度までの６箇年の計画を策定し，平成２９年度に見直しを

行いました。続きまして，「第５期ふじさわ障がい福祉計画」につきまして，こ

ちらの資料２でいうところの真ん中の障がい福祉計画と書いてあるところにな

ります。こちらにつきましては，障がい者総合支援法の第８８条に基づきまし

て，市町村の障がい福祉計画として，障がいのある人が基本的人権を求める個

人としての尊厳に相応しい必要な障がい福祉サービスや地域生活支援事業等の

地域の実情に応じて具体的かつ計画的に提供することを目的としております。

数値目標やサービス見込み量等を定めた福祉サービスの実施計画の性格を有し

ております。３年を１期として策定しておりまして，現行は平成３０年度から

令和２年度までの計画となっております。続きまして，図のところの３つ目，

障がい児福祉計画と書いてあるところに移りますが，こちら第１期障がい児福

祉計画についてです。こちらは，平成３０年４月に施行された，改正児童福祉

法第３３条の２０に基づきまして，市町村の障がい児福祉計画として障がい児

通所支援及び障がい児相談支援の提供体制の確保と円滑な実施目的に数値目標，

サービス見込み量等を定めるものです。以上の３つの会議につきまして基本的

なご説明としては以上になりまして，また，今回の『きらり ふじさわ』につ

きましては，藤沢市の地域福祉計画との整合性を図るとともに，藤沢型地域包

括ケアシステムの全体的な考え方と方向性を踏まえております。さらに福祉分

野における個別分野計画として，オーガナイゼーションやソーシャルインクル

ージョンの理念に基づいて作成をしております。続きまして資料２－２－２の

説明に入ります。こちらにつきましては，次期障がい者計画・障がい福祉計画・

障がい児福祉計画の策定スケジュールの案になっております。こちらは単年の

ものではなくて，向こう２年の，今年度も含めて２年のところになっておりま

すが，まず，計画検討委員会でどんなことをしていきたいのかというところと，

計画策定に関する取り組む予定というところで２段に分けさせていただいてお

ります。まず１番始め，本日こういった形で策定のスケジュールの案を提示さ



せていただきました。次回，今後やっていきたいこととして，ご家族様と当事

者の方に聞き取り調査をやっていきたいと考えているんですけれども，そのた

めの７月の第２回の会議の段階で概要案の提示，それからその中でご意見をい

ただければと考えております。第３回におきまして，聞き取り調査の概要の確

定ができたならば，下段に移るのですけれども聞き取り調査を１１月もしくは

１２月から年内に行えればと思っております。年内に行えたものを今度は１月

１４日に今年度最終の計画検討委員会がございますので，その結果を皆様にお

示しできればと考えております。また来年度は，聞き取り調査の結果を確定さ

せるのと，あとはアンケート調査を今度はかけていきたいと思っておりますの

で，そちらのほうの提示をさせていただければと思っています。アンケートの

概要の確定し，５月から６月頃にアンケートをかけていく。７月計画検討委員

会のほうで調査分析・結果，そういったものを行いながら今度は８月に入って

計画の骨子を提示させていただいてそこで皆様からのご意見をいただければと

思っておりますし，前回の計画の策定のときにグループワーク等もしていると

いうことでしたので，そうした手法のことも含めまして考えていければと思っ

ています。同時並行的なのですがアンケート調査の結果分析に関しましては，

４月から５月頃に行っていくと。９月に入って計画の素案の提示をさせていた

だいて，１１月には計画案の提示・協議。一方でパブリックコメントを１１月

から１２月に、というところで実施していきたいと思っておりまして，あとは

この段階でおそらく議会へ報告とかそういった流れになっていくと思います。

最終的に翌１月ですけれども，最終案の提示をさせていただいて承認が得られ

れば議会への報告を行っていきたいという流れになっております。以上が計画

の策定のスケジュール案というところです。最後になりますが，今度は資料２

－３をご覧ください。今もお伝えしたのですが，今年度どういうことをやって

いきたいのかというところです。計画検討委員会の年会の会議の中で，５月，

７月，１０月，１月というところになっていますけれども，本日，まず計画に

関するところで言えば，まず，「第５期ふじさわ障がい福祉計画」それから「第

１期ふじさわ障がい児福祉計画」につきまして，３０年度の数値だけになって

しまいますが，まずは速報値を皆様にご提示をさせていただければと思ってお

ります。次期計画関係につきましては，今ご提示をさせていただいた通り，２

年間のスケジュールの提示をさせていただきました。来月なんですけれども，

ここにつきましては会議の場ではなくて事務局のほうで庁内とも調整をしなが

ら各関係機関に向けてふじさわ障がい者計画のほうの実績のほうを実際に集め

ていきたいというふうに考えております。７月につきましてはこちらのふじさ

わ障がい者計画のモニタリングシートが上がってきますので，そちらを皆様に

ご確認いただきましてご意見をいただきたいと。また，「第５期ふじさわ福祉計



画」のほうにつきましては，実績のほうの確定値を出していく中で，またそこ

でもご意見をいただければというふうになっております。そして８月，今度は

皆様から頂いたご意見につきまして，事務局でまとめ，各関係課にまた実際に

投げていきまして実績をしっかりと記載して各課に返していくと。１０月，障

がい者計画のほうにつきましては，モニタリングシートの意見交換を実際に内

容を確定していくという流れになります。ざっとですけれども今年度行ってい

きたいところにつきましては以上になります。事務局からは以上です。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。今３つの計画の位置づけとスケジュール，そして

計画のスケジュールに沿ってこの委員会でどの時期にどのようなことを協議し

ていくかについてご説明いただきました。今のことについてご質問等いかがで

しょうか。では，この予定で進めていくということの確認ということでよろし

いでしょうか。何かございますでしょうか。 
（事務局：鎌田主任） 
ちょっと議題が１つ前に戻ってしまうのですが，資料１－３の総合支援協議

会の関連図なのですけれども，先程協議会と計画検討委員会と運営会議のお話

をさせていただく中で，関連会議の中で運営会議のすぐ右側のところに障がい

者差別解消支援地域協議会というものがございます。こことは協議会そのもの

が差別解消というところで，こちらも根拠として障がいを理由とする差別の解

消の推進に関する法律第１７条第１項に基づきまして設置をしているものなん

ですけれども，総合支援協議会と密接に連携させていただいておりまして，こ

ちらの計画検討委員会の中でも，３回目ないしは４回目にあちらの会議でどの

ようなことが話し合われているのかということを報告とかもさせていただく中

で情報交換もしっかりとしていきます。この会議の役割といたしましては，障

がいを理由とする差別を解消するために必要な情報交換，障がい者からの相談

及び当該相談にかかる事例を踏まえた障がいを理由とする差別を解消するため

の取組に関する協議等ということが今後役割としてはありますので，そういっ

たところの情報がこちらにも流れてくるようにはなります。先程説明をし忘れ

てしまった部分がございましたので，追加で説明させていただきました。以上

です。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。改めて皆様のほうからご質問等ございますでしょ

うか。それでは，前半の議事がここで終了したことになりますので，ただいま

から１０分間の休憩を取らせていただきますのでよろしくお願いいたします。 
―休憩― 
（髙山代表） 



 それでは，１０分が経過いたしましたので後半を再開してまいりたいと思い

ます。お願いいたします。では，議事３つ目ですけれども，障がい福祉計画・

障がい児福祉計画の進行管理についてということで，資料３をもとにご説明を

お願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
 それでは，障がい福祉課鎌田からご説明をさせていただきます。資料３－１，

３－２を使ってお話はさせていただきます。まず，資料３－１を使いまして計

画検討委員会がどのようなことをしてきたのかということをお伝えをしていき

たいと思っております。まず，資料３－１が第４期ふじさわ障がい福祉計画モ

ニタリングシート確定値ということで，昨年度確定をさせたものになっており

ます。実績をもとに過去３年間どのような分析や評価がされてきたのかという

ことをご報告させていただきたいと思います。まず資料３－１の１ページ目

（１）。地域生活に移行する福祉施設入所者数についてまずはお話をします。 
平成２７年度２８年度ともにグループホームに移行した方が 1 人ずついらっし

ゃいました。これらの年度につきましては，基幹相談支援センターのご協力を

得まして平成２６年度，それの１つ前の年，そこの時点で地域移行に向けた検

討会を開催しておりまして，そこの場面で入所施設や相談支援事業所の方々と

共に地域移行推進に向けた検討を進めた結果，このような形に結びついており

ます。実際には本人についてのアセスメントは入所施設の方々を中心に行って

いただきまして，地域の情報を多く持った相談支援事業所の方々との連携をし

ていただきながら，地域移行を実現した状況になっております。２９年度につ

きましては，数字が少し増えているような状況で，スタイルとしては従前のも

のと大きく変わっていません。ただ，こういった地域移行を進めていく中で新

たな課題というものも見えてきまして，重度障がいに対応したグループホーム

への移行がこの３か年では中心的なものだったことから重度障がいの方に対応

したグループホームの必要性というものが見えてきているところがあります。

また，入所施設におきましても，これまで若くて元気だった方々の加齢に伴う

ADL の低下にどのように対応していくのかというところも課題として新たに見

えてきております。（１）につきましては以上になります。続きましてページを

捲っていただきまして２ページ。（２）地域生活支援拠点等の整備につきまして，

お話をさせていただきます。こちらにつきまして，平成２７年度から２９年度

の間に地域生活拠点等の整備を見据えた相談支援体制としまして，基幹相談支

援センターの人員の強化をはじめ，地域生活の拠点等の整備に関するワーキン

グを開催しております。その中で検討を重ねてまいりました。２７年度の時点

での人員の強化から，当事者家族それから支援者等との検討の場がやはり必要

です，ということが認識されまして，その後２年間ワーキングチームで検討を



していくということに結びついています。ワーキングチームでは，課題を抽出・

整理し，優先順位をつけるという作業の中でその結果，藤沢市といたしまして

は，緊急時における支援体制からその体制を整備していくということになりま

して，じゃあ実際に緊急時の体制というところを考えたときに，コーディネー

トの頻度とか，そのほか必要な支援体制どのようなものなのか，ということを

この間に少しずつまとめてきた，という流れになっております。こちらの事業

につきましては，ここには書かれていないのですけれども，３０年度，昨年度，

実際に居室確保事業というところで，実際緊急時，ご自宅で過ごすことが難し

い方のための１泊，２泊その程度になるとは思うのですが，緊急的に宿泊して

いただくための事業をスタートするというところに結果として結びついており

ます。（２）につきましては以上です。続きまして３ページ，（３）になります。

一般就労に移行する施設利用者数ということになります。こちらにつきまして，

ご覧の通り実績につきましては年々上昇しております。２７年度の段階で実は

２９年度の実績の目標を達成している状況でございました。ただ，実際に一般

就労するという目標は達成はできているのですけれども，やはり，そのあと定

着できるか否かということについて，さらに推進を，定着をしっかりできるよ

うにという意味合いですが，そのあたりを推進することが必要であるという課

題がこちらの中では出てきております。続きまして４ページ，（４）就労移行支

援事業所ごとの就労移行率というところです。こちらにつきましては，まず初

年度につきましては，やはりその状況として事業所の方々も含めて全体像を掴

みにくいというところ，それから実際に就労移行支援の利用というところに本

来そこに結びつけられた方がよかった方が結びつけられていなかったというこ

ともあろうかと思いますが，低調でした。ただ，そういった状況を踏まえまし

て，サービス導入の際のアセスメントを行っていくことで，就労意欲の高い利

用者様につきましては，積極的に就労移行のサービス利用を促す。サービスそ

のものをそういった中で活性化していくっていうことで，２８年度からは少し

ずつですけれども，数値を伸ばすような形になっております。ただ，実際に２

９年度につきましては８３．３％という高い達成率ではあったのですけれども，

こちらにつきましても先程の就労というところで，（３）と同様にその定着支援

というところと一体となって対応していくということが今後のカギというとこ

ろです。続きまして５ページ，（５）障がいのある子どもへの支援というところ

です。こちらにつきましては，２７から２８年度にかけまして，他課との連携

というところで支援体制の見直しから，必要とされる機能の体制の検討を重ね

ました。相談からサービス利用に至るまでの一連の相談機能の検討を行ってお

ります。その結果といたしまして，障がい者に関する様々な分野の相談から福

祉サービスの決定までを一体的に行える相談窓口として，こちらもここには記



載はできておりませんけれども，相談窓口として子ども家庭課を設置していく

ということになっております。今後につきましては，障がい児から障がい者へ

の支援の切り替え等，移行期の支援の充実が検討の中心となっております。続

きましてページを捲っていただきまして，ここからは実際の実績についてにな

ります。事業もかなり多くありますので，ここの中では障がい福祉サービスそ

れから障がい児の通所支援とか相談支援，地域瀬克支援事業について，主に３

年間の数値を見て少し特徴的なところをご報告させていただければと思います。

まず，７ページをご覧ください。こちらが障がい福祉サービスの計画見込み量

と実績というところで，２７年度から２９年度の推移になっております。１番

上に書かれている訪問系サービスのところがやはり，途中２８年度の部分もあ

りますけれども，２７年度から２９年度にかけての状況を見ますと，時間とし

て１３８．６％，これは２７年度と２９年度の比較になりますがそういった伸

びがございます。また，上から４つめ，自立訓練・生活訓練の部分が，２７年

度は３１９人／日ということになっておりまして，２９年度に関しましては６

１０人／日となってございますけれども，ここにつきましても大きく伸びてお

ります。ここは事業所が開設されたこともありまして，大幅に数値が伸びたと

いうことです。その他のサービスにつきましては，ほぼ，年々少しずつ伸びて

いっているという状況になります。大体２７年度と２９年度の比較だけで考え

れば１１０％台のところが多いかと思います。続きまして８ページの下段をご

覧ください。こちらが，障がい児通所支援及び障がい児相談支援の計画見込み

量と実績というところです。こちらにつきまして，また２７年度と２９年度の

比較にはなってしまうのですけど，児童発達支援につきましては，２３０１人

／日から３１０１人／日ということで，こちらも１３４％強の伸びということ

になっておりますし，放課後等デイサービスにつきましても，５，６１１とい

う数字から８，０７６ということで，１４４％近い伸び率になっております。

続きまして９ページの地域生活支援事業につきまして。こちらにつきましては，

ほぼ先程の障がい福祉サービスと似たような感じにはなりますが，横ばいもし

くは少しずつの増加というところが多くなっています。ただ，その中で後程も

触れますが，日中一時支援の部分というのが少し減少傾向となってきたかとい

う状況があります。まずは３－１の過去の状況につきましては，以上になりま

す。このまま速報値のほうに入らせていただきます。資料の３－２をご覧くだ

さい。この資料の中に１点訂正をお願いしたい部分がございまして，確定値の

段階では数値をきちっと直しておきます。３－２の１枚目の一般就労に移行す

る福祉施設入所者数というところで，令和２年度の目標が４２人となっていま

すが９０人の誤りです。申し訳ございません。こちらにつきましては，第５期

障がい福祉計画の速報値ということになっております。冒頭にもちょっとお話



したかと思うんですけど，今回速報値ということで数値のみのご報告にはなっ

ております。先程３－１でご報告させていただいたようなかたちでいくと，第

５期につきましても実績に基づき今後も分析・評価を行っていきたいと考えて

おります。ただ，我々の目線だけの分析・評価ということよりも，委員の方々

に置かれましても，今回数値を見ていただく中で皆様のこれまでの経験等も活

かした視点でそういったところへのアドバイス等もいただければというふうに

考えておりますので，後程何かあれば教えていただきたいと考えております。

まず１枚目１ページ目につきましては，地域生活に移行する福祉施設入所者数

のところでは，平成３０年度の実績といたしましては，グループホームそれか

ら在宅それぞれ１名ずつというところの地域移行の結果となっております。一

般就労に移行する福祉施設利用者数というところでは，こちらは５１人という

ところですね。３つ目の就労移行支援事業の利用者数につきましては，ここは

１３５人という実績となっております。また，就労移行支援事業所ごとの就労

移行率，先程８３．３％という高い伸び率が先程ご報告させていただいた中で

はございましたが，３０年度の速報値としては７３．３％ということで，速報

値としては少し１０ポイントばかり下がっているという状況でございます。続

きまして３ページの部分なんですけれども，ここも以降ですね特徴的なところ

をかいつまんでご報告させていただきますが，まず上から３つ目の自立訓練の

機能訓練の部分なんですけれども，こちらが昨年度と比較して１５０％を超え

るような状況になっております。こちらも実は，新しい事業所さんが増えたこ

とが要因と考えられます。それから地域定着支援というものも新しく加わりま

して，こちらも初年度の実績として３５人という状況です。それからページを

捲っていただきまして４ページ。今度は地域生活支援事業の見込み量のところ

につきましては，市長申し立てのところがやはり増えてきておりまして，（４）

の成年後見制度利用支援事業のところで市長申し立て数が２９年度９件から３

０年度１３件，報酬の助成につきましても１２件から１７件ということで，と

もに１４０％を超えるような伸びになっております。あとは，５ページ１番下

の日中一時支援事業につきましては，２９年度実績１９０から３０年度の実績

１５７というところで実施回数につきましても，９，４４９から８，３７４と

いうことで，ともに８０％台というところでちょうど１年の動きの中で８割か

ら９割の間で推移をしたという状況です。こちらにつきましては，実は３０年

度事業所の撤退等もございまして，全体的な利用者さんが減っていたという状

況がございます。こちらにつきまして，ただ実際にですね日中一時支援事業に

つきましては，それまでここには書けていないのですけれども，３０年度中に，

日中一時支援の状況について市の中で検討し直しまして，１８歳未満の方の放

課後等デイサービスの利用の後ですね，夕方の支援に関わるところがそういっ



た該当するサービスが無いというような状況がこれまでありまして，市民の

方々からもそういったご意見をいただく中で，この４月から日中一時支援の枠

の中で夕方支援に特化したサービス類型を作っております。そういったところ

で学校を卒業されてからも少しご本人ご家族が困らないような形でのサービス

提供をできればということで考えておりますので，今後また更にですね，また

事業所さんにはガイドを作ってお配りしているという状況でございますので，

利用者の方々にも更新のタイミングやそういったものを考えながら少しずつま

た，パンフレットなんかも今後より充実させながら周知をしていきたいと思っ

ております。最後なのですが，６ページ，第１期ふじさわ障がい児福祉計画の

速報値というようなことになります。こちらにつきましても先程と同様ですね，

児童発達支援それから放課後等デイサービスの伸びとしては１１０％前後の伸

びを２９年度から３０年度の間で示しておりますので，こちらのほうもまだま

だニーズが高いなという印象を受けております。速報値，説明が長くなってし

まいましたが，確定値と速報値について事務局からは以上になります。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。資料３－１につきましては，第４期の計画につい

て確定値のご報告，そしてどのように取り組んできたか，その数値の背景につ

いてご説明いただきました。資料３－２につきましては，現在進行中の第５期

の計画について速報値ということで現状についてご説明いただいたということ

になります。合わせまして，皆様のほうからご質問等いただきたいと思います。

いかがでしょうか。お願いします。 
（西村委員） 
 西村です。３点質問と意見になります。計画支援相談員の人数というのが６

ページですね。６ページの下の参考。相談支援専門員の数。平成２８年度実績

が７７人で，２９年度の実績が７５人と減っていますね。計画相談というのが

増えている中，この人数が減っているというのは，定着しないということなの

でしょうか。それとも法人内の異動とかで人数がこれだけ減っているというこ

となのかというのが１点。あと，７ページ。地域移行支援というのが下の段で

すね。やはり相談支援。こちらのほうが平成２８年度計画が６人のところ実績

が１人。２９年度も８人のところ１人ということで。非常に計画と実績の間の

ギャップが大きいですけれども，こちらの進まない主な理由とかありますでし

ょうか。これぐらいギャップが多いと下方修正ということをお考えになったり

はしないのかな，というのが１点。もう１点最後が８ページ，通所支援のとこ

ろですね。下の段のほうの保育所等訪問支援というのが，実際の計画６０名の

ところ実績１６名ということで，こちらはもっと増えていって学校や学齢期の

ほうにも支援内容が伝わったり，支援の手が広がるということをすごく期待し



たいと思います。以上３点です。よろしくお願いします。 
（髙山委員） 
 では，事務局のほうからお願いします。 
（事務局：鎌田主任） 
事務局鎌田からご説明をさせていただきます。まず，６ページの参考の相談

支援専門員数が２８年度７７人から７５人になっているという状況でございま

すけれども，西村さんのご指摘の通り，状況として法人さんの中での異動とか

そういった含めた環境的なものっていうのが状況として無かったとは，あった

かもしれないというのはあります。ただ，１つ，相談支援事業所の数そのもの

が極端に増えたり減ったりということはしておりませんので，むしろ微増なん

ですけど，少しずつ増えているという状況の中で，そこに従事していただく方々

が何らかの理由，ここは，もしかすると障がい福祉に関わる支援をしていただ

く方の組織の中での人数のバランスとかもあろうかと思いますので，そうした

中で２人減ってしまったという状況はあるのかなと。ただ，我々の見込み量と

して１３４という大きな数字を出しているんですけど，ここにつきましては，

毎年相談支援専門員の初任者養成研修が県で行われているんですが，そこには

毎年２０人前後の人たちを藤沢市から推薦して受けていただいているという状

況がございまして，その中で見込み量としては，そうした方々が地域に帰って

きて相談に関わってきていただければ，という思いもあって，当時こうした数

字を乗せさせていただいているという状況もございます。２点目，地域移行支

援につきましては，ここはいわゆる計画相談を行っている指定特定相談支援事

業者さんとは別の枠組みで県の指定を取っている，指定一般相談支援事業所と

いう方々が実施をしていただいている事業になるんですけれども，ここが今で

すね，実際に藤沢市内でそういったことを担っていただく事業所というのが，

藤沢市の相談支援事業を委託させていただいている事業所なんですね。そうい

った委託相談支援事業所の現状を考えたときに，実際にその方々は計画相談の

兼務をしているという状況がございまして，なかなか幅広い相談支援というと

ころを考えたときに，今の人数体制とか，相談者の状況を考えたときになかな

か手が回らないというような状況があったので否定できないと思うんです。特

に地域移行支援ということを考えると，例えば病院から施設の方々ともすごく

密に連絡を取りながらかなり密度の濃い関わりを持った中で，進めていかなけ

ればいけないということも考えると，実際そういった動きもなかなか至らなか

ったということが出て来ていたのかなと考えております。計画そのものの下方

修正っていうことになるんですが，ここに今載せられている数字に関しまして

は過去のものなので，数字をいじるということはできないのですけれども，こ

の先ですね，計画を作っていくという状況を考えたときに相談支援事業そのも



のを全体的な動きを見ていくなかで，地域移行支援の在り方とか，どこまでど

う伸ばせそうかということをもう一度改めて考えていかないなというふうには

考えていますので。このあたりの数字は。ただ，国の動向とかそういったもの

も考えながら数字は決めていかなければいけないので，急に減らしたりとか急

に増やしたりとはならないと思いますけれども，一応検討はしていきたいと考

えています。 
（事務局：大庭補佐） 
 子ども家庭課の大庭です。保育所等訪問支援なんですけれども，なかなかで

すね支援者のスキルとかですね，経験年数を踏まえて障がいのお子さんに対す

る知見を発揮できる方が現状まだ少ない。さっき言った相談支援に従事する方

とイコールになかなかならない。研修受けた結果。なおかつまた障がいのお子

さんに関する現場を経験した上で現状だと保育園，幼稚園等に出向きながらと

いう形でのケースが多いんですけれども，そのアドバイスできるだけの力のあ

る方が減ってきている。そこに対して我々も何かしらテコ入れというと失礼で

すけれども，皆さんと一緒に支援者と増やしていきたい，増やすだけではなか

なか難しいかなと感じています。実際どのようにやっていくかというのは，事

業所さんの体制，人事異動とか，辞めてしまったりとか，様々な形で人が変わ

っていくことがあるので，事業所と協力しながら考えていかなきゃいけないか

なと考えていますので，皆さんと一緒にいい知恵とかですね単なる人数だけで

はない，質を高めるための工夫を考えていけたらと思いますので，ありがとう

ございます。場を広げていきたいと思っていますので。 
（髙山代表） 
 ありがとうございます。他はいかがでしょうか。 
（都築委員） 
都築です。質問と言いますか，ちょっと数字の見方が分からないところがあ

るので教えていただけたらと思うのですけれども，資料３－１の７ページと資

料３－２の３ページ，表があって数字が出ていると思うのですけれども，この

中の生活介護の数字なんですけれども，例えば白浜養護学校を卒業した卒業生

は新卒で生活介護に入る人が多いのかなと思うのですけれども，そこに関連し

て，ちょっと数字の見方があれなんですが，２７，２８，２９，３０の実績を

見て，上の数字から下の数字を割った数字が２７年から３０年にかけて，２３，

１９，１８．５，１７．８というふうにちょっとずつ減っているんですけれど

も，これは，生活介護事業所の進路自体が年々ちょっとずつ厳しくなっている

という理解で良いのかどうか，教えていただけたらなと思いまして，お願いし

ます。 
（事務局：鎌田主任） 



今，都築委員が仰っていただいたのは，括弧の中の人数とそのすぐ上の所の

数字を割った数という。 
（都築委員） 
そうです。上割る下とやると数字が出てくるかと思うのですけど，その数字

が年々減っているんだなというのが。思いまして質問しました。 
（事務局：鎌田主任） 
考え方としては，正しいです。仰っている通りで，お１人当たり利用の状況

というのが，少しずつ週，月当たりのところで考えると減ってきているという

状況があるというのが現実です。 
（都築委員） 
分かりました。ありがとうございます。 

（髙山代表） 
ありがとうございました。他はいかがでしょうか。はい。 

（種田委員） 
藤沢市肢体障害者協会の種田と申します。よく分からない所もありまして，

質問をさせていただきます。３－１の資料の３ページ，一般就労に移行する福

祉施設利用者数とあるのですが，この福祉施設利用者というのは，どういう所

を利用されている方なのでしょうか。そこを１点お尋ねしたいです。それとも

う１点。３－２の資料の１ページ目の速報値なのですけれど，地域生活移行す

る福祉施設入所者数の平成３０年度がグループホーム１名，在宅１名合計２名

となっておりますが，この在宅に移行された方は，独り暮らしなのか，ご家族

のもとへ帰られたのか，そこを教えていただきたいのがもう１点。それと，私

が本当に関わっているところではあるのですが，スポーツ・レクリエーション

の教室等の事業ですね。３－１の資料ですと１０ページ，３－２ですと５ペー

ジになりますが，太陽の家の体育館の延べ利用者数自主事業のみとなっていま

すが，これは健常者も含めた人数でしょうか。障がい者だけの人数でしょうか。

それを１つお尋ねしたいのと，本当にあの，神奈川県の障がい者スポーツ大会

に参加する者が年々減っているように思います。いつも送迎バスとかご配慮い

ただいているのに本当に申し訳ないと思っている状況なのですが，特に身体障

がいのある者が減っています。こういう状況をちょっと打開するためにいろい

ろ考えていきたいなと思っている次第ですが，よろしくお願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
 はい。事務局鎌田からお答えさせていただきます。まず，一般就労に移行す

る福祉施設にはどんなものがあるかということなのですけれども，まず，多い

少ないは別にしまして幅が結構広くてですね，まず生活介護それから自立訓練

ですね。これは機能訓練，生活訓練ともに範囲としては考えております。それ



から就労移行支援，就労継続支援。就労継続支援に関しましては，Ａ型・Ｂ型

共にというところで，今お伝えしたようないずれかの障がい福祉サービス提供

事業所を福祉施設というところで指しているというところでございます。２点

目，地域移行の部分で在宅の人がお１人いらっしゃったという所ですけれども，

この数値を出すときに状況を我々のほうで確認しながら在宅のほうでとうとう

お１人出てくれたなと思っていたんですが，ただですね，確か鎌田の記憶によ

れば，ご家族がいらっしゃったと思います。はい。在宅のサービスを入れなが

ら生活をしていきたいという思いの中で。もしもう一度確認をして，独居の方

だったということがあればお伝えをしていきたいなと思います。それから，太

陽の家に関しましては，利用者さんはこちらは障がい者のみではなくて，一応

合わせての数字になっております。 
（種田委員） 
 ありがとうございます。 
（事務局：寒河江補佐） 
もう１点ですね，神奈川県障がい者スポーツ大会の参加者の数が減っている

ということのご意見に対してなのですが，障がい福祉課の寒河江と申します。

障がい福祉課のほうでも昨年度，障がい者のスポーツ連絡協議会というのが発

足いたしまして，そこの事務局のほうにも入らせていただくのですが，今，ス

ポーツ推進課という事務局が作成をしているところなのですが，様々な障がい

者スポーツの実施の内容をですね，情報提供できるような形で今検討しており

ますので，障がい福祉課の窓口ですとか，色々なところで障がい者スポーツが

楽しめるような情報の提供を今後は積極的に行いたいと思っておりますので，

スポーツ大会の参加のほうも今後増えていくようにこちらとしても推進してい

きたいとと考えております。 
（種田委員） 
ありがとうございます。 

（髙山代表） 
ありがとうございました。他にご質問等いかがでしょうか。はい。お願いし

ます。 
（齊藤委員） 
齊藤です。質問というよりも意見というか感想みたいなところかもしれませ

んが，これから今は，今までの確定値だとか速報値をいただきながら様子を見

ているということなんですが，果たしてここから見えてくる市の中の課題って

何なのかということがもう少し分析をして原因を特定していけるような形でな

いと，結局を解決策を作れないということになると思いますので，元々の目標

値が国の指針に従って作っていくとこの数字なんです，っていうだけではなく



て，藤沢，国の平均的な日本全国を見たときの数字と，藤沢の特色を考えたと

きの数字はおのずと違ってくるはずなので，そこの作り方をもう少し厳密に研

究する必要があるかなと思っているのが１点。それから，そうするとそこで作

られた数字が出てくるとします。それは藤沢に必要な数字だということになる

と思います。そうすると，その数字が達成できなかったことには，何が原因な

のかという分析がしっかりされて行かないとですね，目標は作るのは数字を書

いちゃえば出来るので簡単な話なんですが，全部市が直営でやってるわけでは

ありませんので，民間の事情としてどこに詰まっているのか，各事業所今そう

なんですが，事業費が出来高になってきたことによる運営の困難さがあります。

それから，人がまず来ない。それと，該当すればですけども処遇改善費なんか

でも処遇改善を試みてはいるんですけど，やっぱりすべての職員が対象になっ

ていないところで相談にしても出来高，委託以外は出来高ですので，その場合

にちゃんと見合った形で事業運営ができるというのがかなり難しい数字です。

そうすると法人全体で考えると不採算部門の扱いになってしまいますので，そ

こに初心者は使えないわけですよね。相当ベテランを投入しなければいけない

事業なので，本当に人件費がかかるという問題とか，人・物・金を考えていく

事業のどこに問題があるのか，というあたり，市としては何ができるのか，か

なり難しいと思います。市の立場としてはね。でもやらなければいけないとい

うこと。計画を作るのと同時にそれを達成するためには市が何をするべきなの

か，民間は何をするべきなのか。というあたりも，まだこれから１年２年計画

を作ると思いますので，少し踏み込んで考えていけるような会議になるといい

なと思いました。意見です。 
（髙山代表） 
はい。ありがとうございました。他はご意見含めていかがでしょうか。はい。 

（種田委員） 
 種田ですが，さっきの質問でちょっと確認したいんですが，一般就労に移行

する福祉施設利用者っていう方は，就労移行の支援事業以外の福祉事業を利用

している方ということでよろしいでしょうか。 
（ 事務局：鎌田主任） 
そこも含めてということですね。就労移行の方も含まれていますし，就労継

続の方もいらっしゃる。もしかしたら生活介護からという方もいらっしゃる。

という状況です。範囲としては，結構広い範囲からとっておりまして，そこか

ら一般就労にというところでの数値になっております。なので，就労移行に限

られたところではなくて，そのほかのサービスも含まれております。 
（種田委員） 
就労移行を含めたすべての福祉事業を。 



（事務局：鎌田主任） 
すべてではないです。 

（種田委員） 
すべてではないんですか。 

（事務局：鎌田主任） 
はい。すべてではないです。生活介護，自立訓練，それから就労移行支援，

就労継続支援というところですね。自立訓練に関しましては，機能訓練と生活

訓練の２つに分かれておりますけれども，そこは２つとも対象になっておりま

すし，就労継続支援もＡ型とＢ型に内容は分かれておりますが，そこも２つと

も範囲に含まれております。 
（種田委員） 
 就労移行も入っているということですね。ありがとうございます。とてもわ

かりにくいです。ありがとうございます。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。はい。お願いいたします。 

（澤野副代表） 
 澤野です。質問というか意見なのですが，色々とご丁寧に説明していただい

てありがとうございました。それで，今の数値のところなんですが，先程齊藤

委員からもありましたが，福祉サービスを利用している人が全体的に増えてい

る中で，限られた資源で既存のものを弾力的に運用することで少し解決を図ろ

うという，そんなような動きに見て取れたのですが，話の中で，そういったサ

ービスを，ニーズとシーズを結びつけるというところで，相談というところを

どうやって機能化させていくのかということが，非常に重要なんだなと改めて

認識をしました。それでただ，相談員の受講者数が年々計画的に増えていると

いうところでは，潜在的な相談員というのはいるんだろうなというのは想像が

つくんですが，そのへんのところも含めてですね，事業所はやはり市場原理の

中でなかなか経営という所の指標で考えざるをえない部分もある中で，市全体

としてどうしていくのか，そのような視点で一緒に考えていけたら良いんじゃ

ないかなと思いましたので，少し意見として挙げさせていただきました。 
（髙山代表） 
はい。ありがとうございました。何か事務局のほうからございますか。意見

については。 
（事務局：加藤補佐） 
障がい福祉課の加藤と申します。齊藤委員，また澤野委員のご意見ありがと

うございます。ご指摘の通りですね，色々なサービスの根底にあるところとい

うところで相談支援の重要性というのは年々増しておりますし，その必要性を



市としても痛感しているところでございます。一方で法人・事業所の運営・経

営といったところを継続して運営していただくためには，なくてはならない視

点だと思うところでございますので，どういう機会を捉えてというのは，今申

し上げられませんけれども，率直に市内の法人の皆様と研修等実施していただ

いている法人の皆様とですね，市の障がい福祉課とですね，今後の体制の在り

方等といったところも個別にお話をしていく機会等も設けられていけたらなと

考えております。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。まだまだご意見等おありかと思いますけれども，

もう１つご説明をいただく資料がございますので，先に進めたいと思います。

資料の４に基づいて，障がい者計画の進行管理についてご説明をお願いいたし

ます。 
（事務局：鎌田主任） 
 それでは，障がい者計画の進行管理についてということで，事務局鎌田から

ご説明をさせていただきます。資料４をご覧ください。こちらは「『きらり ふ

じさわ』中間見直し」に掲載されております１８９の事業のモニタリング指標

の一覧でございます。参考に右側には２９年度の実績をつけさせていただいて

おります。こちらにつきましては，今後，３０年度の実績を記載してもらう。

各課においてですね，記載してもらう予定にはなっております。実際にこの表

をご覧いただいて，１８９ございますのでそれを一度に色々な意見をいただく，

正直なところはいただければとは思ってはいるのですが，お１人お１人にすべ

てをというのはなかなか難しいと思いますので，モニタリング指標のところに

つきまして少し触れていきたいと思います。指標のところが今回，昨年度の計

画検討委員会の中でもこの資料を提示させていただいているんですけれども，

今回モニタリング指標と指標に対する考え方を各課でまとめたものを提示させ

ていただいております。１番左の事業番号のところに，番号のすぐ下に括弧書

きで変更とか新規と書かれている部分があると思うのですけれども，こちらが

書かれている事業につきまして，実際に指標，それから指標に対する考え方が

変更になっていたり，また，新規のものは新規と書かせていただいております。

例えば変更部分で言えば，１ページ目の事業番号４番や６番がそうなりますし，

あと，３ページ目１５番１６番が新規というところになっております。これは

先程もちょっと先程の議題のところでもお話させていただいたのですけれども，

こういったモニタリング指標の考え方につきまして，まずは皆様委員の方々の

これまでのご経験・知識等も生かしていただきまして，我々事務局とか市のほ

うが気づきにくいような部分，皆様の視点で指標とか指標に対する考え方につ

いてのご意見をいただければというふうに考えております。今後，いただいた



ご意見に関しましては，実際に３０年度の実績をこちら側から各課に依頼して

いくのと同時に，指標とか指標に対する考え方についてのご意見を各課に伝え

ていきたいと考えておりますので，そういった意味でこの場でご意見をいただ

いたり，もしくはこの場でちょっと難しいということであれば，ある程度期限

を設けさせていただいて，後程ご意見をメールでもファクスでもそういった形

でいただければと考えておりますので，よろしくお願いいたします。まずは事

務局からは以上になります。 
（髙山代表） 
 ありがとうございます。まずは事業番号で見ても相当な数があるということ

と，それから変更と新規という部分も相当数あるので，そこについてご説明い

ただくのは難しいとは思うのですが，特に新規の部分でこの場でご説明いただ

いたほうが良いところがあれば，ご説明いただけると良いかなと思うのですが，

いかがでしょうか。 
（事務局：鎌田主任） 
 まずですね，では１つ，こちらからお伝えさせていただきたいのが，６ペー

ジになります。３枚捲っていただいた裏側になるのですが，事業番号３６のと

ころで，こちらがですね，発達障がいのある人への支援体制の充実というとこ

ろになります。紙が大きいのに非常に委員の皆様にはご面倒なことになろうか

と思うのですけれども，先程１番初めに見ていただいている，資料の１－３と

いう縦長Ａ３の大きな関連図がございましたが，ここの中で，事業番号３６番

につきましては，支援体制の充実という所で事業としてそういったものがござ

います。指標の中で実際に発達障がい者相談支援事業所の相談の実績，日中活

動の実績，それから発達障がいに関する協議取組の状況というところで，新し

くここは付け加えているんですね。資料１－３をご覧いただきますと，ここで

１番右側のところに神奈川県自立支援協議会というものが右上にあると思うの

ですが，囲みの１番２番，４番目，行政関係という括りの中で，８個の会議体

がそこには載せられていると思います。そこの１番下にですね，発達障がいに

関する協議の場の設置に向けた準備会というものがございまして，こちらが昨

年度からスタートさせております，発達障がいに関する今後の支援をどうして

いったら良いかということを検討する場を，今後，市としても設置していきた

いと考えておりまして，その設置する前段階の準備会というものを昨年度スタ

ートさせて，今年度も継続して行っていく予定です。そういったところで新し

い体制として行政関係の中に新しく準備会を記載させていただいている状況が

ございます。それから，４２番ですね。事業番号４２で言うと，７ページにな

ります。こちらが難病対策地域協議会の運営というところで，こちらにつきま

しても，ちょうど今私がお伝えさせていただいた発達障がいの準備会のすぐ上



の部分ですね，そういった協議会が行政関係の会議体の中にございまして，こ

こにつきましては，障がい福祉サービスは難病の方も当然制度とかサービスに

ついて範囲に入ってきますので，改めまして協議会のほうでも委員さんとして，

きちっと新しく明記をさせて難病対策の協議会の代表としてメンバーとして明

記をさせていただく中で更に情報の交換をさらに活発にしていければなという

ふうに考えておりますので，４２番のところは新規で特筆すべき点ということ

で事務局からはお伝えさせていただきたかったところでございます。以上です。 
（髙山代表） 
 ありがとうございました。既にこちらの資料をご覧いただいてご質問，ご意

見等この段階でおありの方はいらっしゃいますでしょうか。お願いいたします。 
（都築委員） 
都築です。質問ではないのですけれども，今お話にあった発達障がいの準備

会。こちらが出来たこと，子どもと毎日生活していく上で本当に色んな困難を

抱えているので，とても嬉しく思っています。今準備会ということなので，今

後専門部会とかそういった形になっていくのかなと思うのですけれども，とて

も心強く思います。どうぞよろしくよろしくお願いします。 
（髙山代表） 
ありがとうございます。お願いいたします。 

（齊藤委員） 
齊藤です。今，新規のところでご紹介いただいたので，資料１－３の関連図

と関係してご紹介していただいていましたので，できれば事業番号１５と１６

について大庭さんからご説明をと思います。 
（事務局：大庭補佐） 
 子ども家庭課の大庭です。ありがとうございます。ちょうどアピール出来る

場が出来て良かったです。１５番なんですけれども，小児在宅療養支援の充実

に向けた協議ということで，こちらのほうは子ども健康課ということで，もと

もと母子保健推進協議会専門部会というところでですね小児在宅療養支援部会

というところがございまして，そちらのほうでですね，昨年度くらいから医療

的ケア児に関する，お医者さん，地元の看護師さんも含めて協議する場がござ

います。これは母子保健をベースにした会議になります。市外で医療的なケア

に関するお子さんに関する検討というのは，古くから重症心身障がい児という

ことでは児童相談所，神奈川県の中央児童相談所，あと先程ありました，神奈

川県の県央域の重心部会ですね，こちらは今齊藤さんが今いらっしゃるところ

で検討しています。あと更にですね，今までのところでは藤沢市内だと，重心

部会と言うんですかね，重度の障がい者部会の中でも十分検討されてきた経過

がございます。これまで委員の経験や様々なアンケート等から課題等が抽出さ



れていました。１６番なんですけれども，医療的ケアに対応した障がい児支援

の充実という所なんですけれども，今回ですね，医療的ケアが必要な未就学お

よび就学児に対し，必要な支援が受けられるように関係機関が協議し，支援体

制の整備，ということになっていますが，様々な藤沢市内，神奈川県域の中で

もですね，課題の抽出とか協議が行われてきたのですけれども，それはじゃあ

実際どうして行こうか，実践に移す場というのがなかなか無い現状がございま

した。課題としてはですね，先程休憩前にもお話があったような１８歳での移

行期の問題，もちろんですね，生まれたときから母子保健，そして，乳幼児期

の療育，そして就学期ですね。さらに学校に入ってからは小・中という形から

１８歳の大人になっていくところまでの様々な課題が存在しながら，実際には

ですね，昔だとＮＩＣＵにでるお子さん，病院のＮＩＣＵ，集中治療室で過ご

していたお子さんが実際には退院されて，人工呼吸器をつけたり，痰吸引とか

ですね，新聞等で結構話題になっていますが，そういったことで在宅生活で訪

問看護をメインに受けているお子さんが増えてきている現状がございます。多

くのお子さんがそういう医療のケアが必要なお子さんではないですが，そうい

うお子さんが地域でよりよく生活して，福祉サービス，医療サービス，保健サ

ービス，あと教育ですね，そういったものをどうやって受けながら地域生活を

送られるかということについて，実践的な取組をしていきたいということで，

医療的なケアに関する推進チームというのを作りまして，子ども家庭課のほう

で事務局になるのですけれども，先程様々な会議のメンバー，あと，実際にそ

ういうお子さんと生活している保護者の方，お子さんの支援を実際にしている

方とですね，情報共有をしながらですね，例えばかかりつけ医の問題だったり

とかですね，実際学校の登下校の問題だとかですね，あとまた大きな問題では

短期入所ですね。なかなかレスパイトでお預かりする施設・病院等が少ないと

聞いていますが，ただ実際に市レベルで身近なところからですね，実際に取り

組めるものをどんどんチームの中で実践に移していこうということで齊藤委員

も含めてなのですが，昨年から検討を進めまして，本年度からそのチームを立

ち上げまして，支援を少しでもやれるところから進めていきたいという思いの

下にですね，開始しています。今年度は，先月ですね総合支援協議会でもご承

認いただいて，この図の中の１番下にあります，総合支援協議会の下の専門部

会の重度障がい者支援部会の１番下に関連会議体となってますけれども，医療

的ケア児等支援コーディネート機能推進チームというのを立ち上げまして，こ

ちらのチームの中で先程お話した通り，少しずつ実践的にできるものを積み上

げていきたいというふうに考えております。またこの検討した内容とかですね，

少しずつ進めている内容については，この重心部会の中で報告させていただい

て，さらに運営会議を通じて総合支援協議会の方でも可能な限りご報告させて



いただきたいと思っていますので，今後ともこちらの協議会の方でもご意見と

また課題等を新たにまたいただければというふうに考えております。 
（髙山代表） 
ありがとうございます。お願いします。 

（山野上委員） 
太陽の家しいの実学園の山野上と申します。よろしくお願いいたします。私

のは事業番号の５番。障がい児支援サービスの充実というところですね。右の

方に分析・評価があって療育支援が受けやすい環境が整ってきた，というふう

に分析・評価があるのですけれども，現場の感想としては，なかなかそう言え

ない部分があるということなんですね。例えば私共の施設では，定員は６０人

ですけれども，在籍しているお子さんというのが１００人いるんですね。しい

の実学園では７６名受けて，それで受けきれないので，児童発達支援事業所と

いうキャロットというのを前年度の４月１日に立ち上げて，年少児の児童を今

２４名くらい受け入れている。それを毎日受け入れることができないので，２

日。親御さんたちはもちろん週５日通園させたいのですけれども，施設の規模

やいろんな定員数の問題があって，２日しか受けられない。これはぷれっじさ

んの年少児のお子さんについては，本来，週５日受け入れたいところなんだけ

れども，やっぱり希望者が非常に多いところで週２日しか受けていないと。児

童発達支援センターのほうからすると，やはり今非常に発達障がい系のお子さ

んが増えてきていて，非常に入園希望者が多い。親御さん自体も療育施設に対

するハードルというのが割と下がってきていて，保育園とか幼稚園で子どもに

苦労させるなら，本当に療育施設でもってゆったり育てたい，療育をしてもら

いたいと考える親御さんも増えているのかなと意識的には思っているんですけ

ども。一方で，例えば藤沢市の人口を考えていただくと，４３万人ですよね。

政令指定都市の横浜・川崎は除外するとして，相模原は今７２万くらいですか。

児童発達支援センターが３か所あるんですよ。定員が１１０名。例えば茅ヶ崎。

人口規模でいうと２２，３万位なんですよね。藤沢の約半分くらい。児童発達

支援センターが２つあって定員数が合わせると３０，３０で６０。一方，翻っ

て藤沢を考えてみると，例えば人口４３万。まだ増加傾向にある市なんですけ

れども，８０。そういうところで，私共の施設の児童発達支援センター，それ

からぷれっじさんなんかもそういう形で苦慮しながらそういう発達障がい系の

お子さんとか，療育が必要なお子さんに対してやはり，色んな苦肉の策を設け

ながら対応しているというのが現状だということですね。先程言い忘れました

けれども，中核施設の横須賀今人口が３９万くらいですけど，もうちょっとか

な。微減傾向が続いているところですけれど，そこも定員が児童発達支援セン

ターの定員が１００なんですよね。一時私の方で「しいの実学園の定員を増や



してほしい」みたいなこともチラッと言ったことがあったんですけど，ただ施

設が大きくなることは決して良いことではないな，と最近考えるようになって

いて，ですから定員の問題をちょっとこちらに置いておこうと思っているんで

すけど，一方では，今７６人，６０人定員で受けていて，県の監査や何かが非

常に厳しくなっていて，定員を守れと。ただし本当に今，ぷれっじさんの方で

監査があったときには，それこそ，定員を超えた出席率に対しては指導が入っ

ているという現状があるので，かなりスリリングな状況の中で，「うちの方も定

員か」みたいなことを言いながら７６名のお子さんを受けているという状況で

す。だからその辺で例えば本当に発達障がい系のお子さんも，自閉症等の発達

障がい系のお子さんもやはり，一見障がいがあるように見えないようなお子さ

んが増えている状況の中で，児童発達支援センターが今藤沢に２か所，さっき

言ったように「ぷれっじ」さんと「しいの実学園」で８０人の定員なのですけ

ども，本当に妥当な定員数なのかなと。私なんかは，もう１つくらい児童発達

支援センターが出来て，対応してもらえれば，先程ちょっと話題にも出ました

けれども，保育所等訪問支援とか，障がい児相談支援とか，非常に大切な事業

を児童発達支援センターが抱えているんですよね。一方で民間の児童発達支援

事業所が非常に増えてきたと言っても，企業であったり，ＮＰＯであったり，

非常に関わる部分というのはあの人たちは割とチョイスするけれども，私達は

しっかりすべての療育の必要なお子さんに対して，受け入れて対応していかな

ければいけないのが児童発達支援センターですから，事業所が増えたとしても

児童発達支援センターの役割というのは殆ど減らないというふうに考えていま

す。その辺を踏まえていただいて，今後の児童発達支援センター含めた療育の

問題，それから，藤沢市の非常に大きな課題の１つとして昔から言っています

けれども，子供さんが障がいだというふうに認識されて間もない親御さんがサ

ービス等利用計画というか，セルフプランを作るという現状が非常に多い訳で

すよね。８０％以上。だから，その状況というのは少しずつでも改善していく

というのは，福祉サービスの向上にとっては必要不可欠な部分だと思うので，

ある市によっては１００％サービス等利用計画を相談支援事業所が作っている

ところがあります。ただ，その辺のケースワーカーの持っているケースが非常

に数が多いとか，課題自体は結構あると思うんですけど，いずれにしてもその

辺の課題をどう取り組んでいくのか，あとで障がい児相談支援の部分で，例え

ば５６の計画相談支援，障がい相談支援，事業の推進という項目があって，そ

こで「他市の取組状況も踏まえ，計画相談支援推進にあたってのルール作りを

行っていく」というふうに書いてありますけれども，具体的にどういう視点を

もってルール作りをするのかというのが非常に大切だと思うのですけども，そ

の辺を掘り下げて対応していく必要があるのではないかなと思います。以上で



す。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。ご意見ということではあったと思いますが，何か

事務局の方からございますでしょうか。 
（事務局：加藤補佐） 
山野上委員，大変ありがとうございました。日頃より太陽の家の業務のとこ

ろで色々お話をいただく中で，ご意見ですとかご提案いただいている中で，大

変貴重なご意見だったと考えております。先程の計画相談のお話よりもまた更

に，児童の相談支援の部分といったところは，確かに当初の段階から丁寧にや

っていく必要があるという認識を持っておりますし，児童発達支援のサービス

の必要量といったものも，こういったものも計画で考えていく，計画的に考え

ていくときにも，今後の藤沢の人口規模等々綿密な分析が必要だと考えており

ますので，実際，計画値等を見込んで行く際に，是非ご協力をいただければと

考えております。ありがとうございます。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。全体としては予定の終了の時間ではあるのですけ

れども，モニタリングシートについてご意見がございましたら。はい。お願い

します。 
（西村委員） 
時間が押しているときにすみません。西村です。１点のみです。２３ページ

の事業番号１５１番。住宅確保要配慮者に対する支援の充実。これは，色々ま

だ調整中と書いてあるので，具体的なところ，わかる範囲内でよろしいのです

が，具体的にはどんな支援を目指すものなのかというのを教えていただきたく

て質問します。障がいのある人の１人暮らしの支援とか，そういったのを考え

ていらっしゃるのでしょうか。よろしくお願いします。 
（事務局：佐藤主査） 
 地域包括ケアシステム推進室の佐藤と申します。こちらは，住宅政策課のほ

うで住宅マスタープランというのを昨年度，平成３０年度に作成いたしまして，

その中で，住宅確保要配慮者というのが，障がいの方を含めて，生活困窮だっ

たりとかそういう方々の居住支援の課題が明記されているところでございます。

これからちょっと居住支援協議会に向けた設置ということで，検討していくと

いう段階なのでちょっと詳しいことは言えないのですけど，障がいの方を含め

て住まいに関する支援を今後進めていくという，そういった流れになります。

また経過をこちらでもご報告させていただければと思っております。 
（髙山代表） 
 ありがとうございます。他にございますでしょうか。はい。 



（種田委員） 
種田です。１１ページの６３番なのですが，先程寒河江補佐も言って下さい

ましたが，障がい者スポーツ団体の組織化というのは，平成３０年度に一応達

成はできました。そのあとのこれからの活動をまた支援していただければと思

うので，事業取組というところを，ちょっと変更していただければと思います。

「組織化に向けた」ではなくて，障がい者スポーツ団体組織連絡協議会の支援

みたいなところに変えていただければと思います。よろしくお願いいたします。 
（髙山代表） 
ありがとうございます。他はいかがでしょうか。 

（事務局：加藤補佐） 
 種田委員ありがとうございました。障がい福祉課加藤と申します。今お話を

いただいた，資料で言うところの６３番という番号が書いて，その左側の事業

取組という，ここのところなのですが，実は，平成３０年度に向けた中間見直

しのときに載っている取組内容ところをここに書いてございまして，それを３

０，３１，３２という形でどのように取り組んでいくか。それの指標として，

今回議題は議題で挙げさせていただいた，モニタリング指標といったところに，

ご意見，お気づきの範囲で今後いただければというところなのですが，この事

業の取組というところのこの表記は，３０年度に設置ができたところであるの

ですが，ここはちょっとごめんなさい。この３か年においては，組織化に向け

た調整支援という表記になった中で主にこの支援といったところに取り組んで

行くことになるのですが，ここの記載については一部このままになってしまう

ので，ご了承ください。 
（種田委員） 
変更ができないということですか。 

（事務局：加藤補佐） 
変更ができないです。はい。お願いします。 

（種田委員） 
 そうなんですね。 
（髙山代表） 
 ありがとうございます。他はいかがでしょうか。お願いします。 
（伏見委員） 
藤沢育成会の伏見です。時間がもう過ぎているので手短に。今お示しいただ

いた内容についてなのですが，挙がっているものや，今質問が挙がっていたこ

とをすべてやろうとすると，予算的裏付けも含めてかなり厳しくなっていくと。

ということで考えると，現実的に考えれば良いものは続けていくし，そうでな

いものは多少縮小したり，やめていくという方法を同時に考えていかないと当



然現実的には厳しいというふうに思っているのですが，そういう理解でよろし

いですかね。 
（事務局：加藤補佐） 
伏見委員ありがとうございます。そうですね。基本的なこちら，中間見直し

でまとめた１つも欠かすことができない項目を事業として挙げさせていただい

ている中で，これをいかにこの３か年，次に向けて展開していくかということ

をこの会議体の場でご協議いただければと考えているところでございます。一

方で例えばすごく狭い範囲の市の予算化する事業という観点では，今，伏見委

員がお話しいただいたような，限られた予算の範囲の中でいかに効果的に事業

展開をしていくかという視点は，私共が常に視点を持たなければいけない視点

だと考えております。ただ一方で，必要な施策，これは継続的にする必要があ

るものだといったものを当然市としても現行でも捉えている部分ではあるので

すが，今後につきましてもそういった必要な部分について，重点的に予算等の

検討をしていきたいとも考えておりますので，そういったところへのご意見も

含めて，この場でいただければと考えております。ありがとうございます。 
（髙山代表） 
 ありがとうございます。他はございますでしょうか。これだけの事業数があ

りますので，これだけでも１回の委員会の必要かなというふうに思いますけれ

ども，先程事務局の方から，これについてのご意見はこの場でとその後でもと

ありましたけれども，その後というのは，いつぐらいまでにどのような形で意

見をお伝えすればよろしいか，お知らせいただけますでしょうか。 
（事務局：鎌田主任） 
はい。先程お伝えさせていただいた通り，この場でなかなかご意見今もいた

だけている状況ではございますけれども，後程ということであれば，１週間く

らい，今日は２０なので，来週の火曜日２８日くらいまでを目途に考えており

ます。今月過ぎて来月早々には各課にそういったことをまとめて，伝えて実績

の記入とかの依頼をしていきたいというふうに考えておりますので，２８日を

締め切りとさせていただければと思います。データでもし改めて何か必要なも

のがあるということであれば，ご連絡いただければデータではお渡しすること

もできますので，よろしくお願いいたします。 
（髙山代表） 
はい。ありがとうございます。そうしますとデータが必要な方は，今日申し

出ていかれるとよろしいかと思います。それで，この指標一覧のところで先程

もご説明があった通り，計画掲載事業のところは変更できませんということな

ので，ご意見としていただく部分は，このモニタリング指標に書かれているこ

とと，指標に対する考え方の表記についてご意見をいただきたいということに



なりますので，お願いしたいと思います。はい。それでは，その他については

何かございますでしょうか。議事その他。 
（事務局：鎌田主任） 
 委員の方々からいただいている資料がございまして，それらについてまず１

つ，都築委員の方からひとこといただけますか。 
（都築委員） 
藤沢市自閉症協会親の会の都築です。皆様に配らせていただきましたパンフ

レット，こちら，４月２日は啓発デーとなっておりまして，こちらがパンフレ

ットになります。新しいキャラクターがどんどんできまして，この女の子ジュ

リアちゃん。自閉症の女の子ということになって，番組の中でもそういった形

のエピソードが入っているような形になります。今年も啓発デーが江の島シー

キャンドルライトアップしまして，市長にも点灯式にきてくださいまして，盛

大に盛り上がりました。これからも続けていくと思いますのでぜひその機会に

は皆様よろしくお願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
 齊藤委員はいかがですか。伏見さん。 
（伏見委員） 
 藤沢育成会の伏見です。今日お配りしています，『強度行動障がい研修会 強

度行動障がい者集中支援事業に学ぶ』という冊子。これは，昨年度１０月に法

人協議会のほうで主催いたしました研修会の冊子になっております。講師に，

精力的に取り組んでいらっしゃる福岡県のか～むという事業所の森口さんの講

演もお願いをして，記載をしておりますので，どうか皆様目を通していただき

ますようお願いいたします。 
（事務局：鎌田主任） 
 事務局から最後。実は，継続して来ていただいている委員の方々には，本日，

昨年度第４回の議事録の案を配布させていただいております。こちらにつきま

しては，６月１４日金曜日までに何か内容の修正等がございましたら，ご連絡

いただければと思います。本日いらっしゃっていない今期の委員でない方には，

事務局の方から郵送配布ということで同じような対応をとっておりますので，

よろしくお願いいたします。以上です。 
（髙山代表） 
ありがとうございました。十分に皆様からご意見をお聞きすることができず

に終わってしまいますけれども，５月２８日までに皆様からのモニタリングシ

ートについてのご意見をということですので，ご協力いただきたいと思います。

それでは，ご用意いただいた議事はすべて終了したかと思いますので，事務局

にお戻しします。お願いします。 



（事務局：池田参事） 
 長時間にわたりまして，活発なご議論また貴重なご意見をありがとうござい

ました。閉会に先立ちまして，福祉健康部長片山からご挨拶を申し上げます。 
（事務局：片山福祉健康部長） 
 皆さん，今日は，本当に長時間にわたりまして本当に貴重なご意見をたくさ

んありがとうございました。時代も平成から令和に変わりました。令和の意味

は，今色々と報道されていますけれども，人々が美しい心を寄せ合う中で文化

が生まれ育つという意味だということですけれども，そういう意味で地域共生

社会を目指すというこの流れの中で，本当に最も相応しい元号になったなと思

います。我々もそういう思いで進めていきたいと思います。今日もご意見を色々

ご意見いただいた中で，本当に現場の声，それから実際の当事者の方々，ご家

族の声をいかに我々も一緒に聞きながら一緒に考えていくということの大切さ

を改めて感じたところでございます。是非今後とも皆様方の忌憚のないご意見

をいただきながら一緒に進めたいと思っておりますので，委員の皆様，どうぞ

今後ともよろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。 
（事務局：池田参事） 
 ありがとうございます。それではここで事務連絡が２点ございます。本日お

車でお越しで朝日町駐車場をご利用の方は，後ろの出入り口付近に駐車券の認

証機を用意してございますので，ご利用くださいますようご案内いたします。

２点目は，新しく委員になられた方には，書類のご提出をお願いしております。

このあと職員がお席に伺いますので，新しく委員になられた方は，その場でし

ばらくお待ちいただきたいと思います。それでは，これをもちまして，令和元

年度第１回障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会を閉会させていただきま

す。本日は誠にありがとうございました。 


